
小松市をPRできる衣
装を自由にデザイン

　平成16年まで開催されていた小松市文化祭が「小松文化の祭典 リードこまつ」と名称を改め
復活します。市内で活動する文化団体の皆さんの発表や作品などをお楽しみください。

開催日 イベント名 会場 主催団体名
9月17日㈰ 小松郷土民謡会　発表会 市民センター大ホール 小松郷土民謡会
10月12日㈭～15日㈰ 小松市書道協会　会員展 市民ギャラリールフレ 小松市書道協会
10月14日㈯ 秋の吟行句会 芦城センター（予定） 小松俳文学協会
10月28日㈯ 白楊モダンダンス　第66回発表会 こまつ芸術劇場うらら大ホール 白楊モダンダンス研究会
10月28日㈯ 小松能楽大会 こまつ芸術劇場うらら小ホール 小松能楽会
10月29日㈰ 第61回小松市邦楽舞踊大会 こまつ芸術劇場うらら小ホール 小松市邦楽舞踊協会
10月29日㈰ 第41回こまつ民謡まつり 公会堂大ホール 小松市民謡連合会
10月31日㈫～11月9日㈭ 第53回小松市菊花展 市役所エントランスホール 小松市菊花協会
11月3日㈮㈷～6日㈪ 第86回小松地区華道連合会華展 サイエンスヒルズこまつ 小松地区華道連合会
11月5日㈰ 2017ブラスフェスタコマツ 公会堂大ホール 小松市吹奏楽協会
11月18日㈯ 第26回こまつ合唱の祭典 市民センター大ホール 小松市合唱協会
11月26日㈰ 小松市民吹奏楽団　第48回定期演奏会 公会堂大ホール 小松市民吹奏楽団
12月3日㈰ 女声合唱団コール・リプル演奏会 根上総合文化会館タント 女声合唱団コール・リプル
12月3日㈰ 三世代交流将棋大会 市民センターカルチャールーム 日本将棋連盟白山支部小松

12月9日㈯～10日㈰ 小松文化の祭典リードこまつ2017総合部門 公会堂、市民ギャラリールフレ、
絵本館ホール夢の本棚 小松市文化協会

●入賞者（各テーマ1人ずつ）
　図書券1万円分
　カブッキーを自宅に呼べる権（1回）
●応募者全員
　カブッキーグッズプレゼント

応募資格　プロ・アマ問わず、どなたでも応募可
応募点数　1人あたり何点でも応募可
応募期限　9月22日（金）必着
応募方法　【持参・郵送の場合】応募用紙に必要事項を記入し、作品を添えて持参または
郵送（応募用紙は市ホームページからダウンロード可。1作品につき1枚提出）。
【メールの場合】メールタイトルに「カブッキー衣装デザイン」、メール本文に応募用紙記
載の事項を記入し、PDF形式でデザインデータを添付して送信。
応  募  先　〒923-8650　小馬出町91　観光交流課       kankou@city.komatsu.lg.jp

　小松市イメージキャラクター「カブッキー」の衣装をデザインしてみませんか。
優秀作品のデザインをもとに実際の衣装を製作し、カブッキーが着用します。
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　東山魁夷（1908-1999）の美しい風景画
には、短い文や詩が添えられています。

▲「秋装」1941（昭和16）年

「暗い杉の前の冬木立。残雪の丘の静寂の
中に細い流れが微かな音を立てて流れる」
（「美しい日本への旅」2008年より）

「荒れ模様の空と海。風の音、波の囁
き。黒々とした岩は黙然と対峙する」
（「風景巡礼」1979年より）

　本陣甚一氏に送った手紙に魁夷
自身による解説が書かれているも
のもあります。

「京都の植物園を写生したもので
あるが、そのままではなく野趣を
取り入れてみた」（要約）

制

　県内の美術館で魁夷の日本画の秀作をまとめて見ることができるのは当館
だけです。この機会にぜひご鑑賞ください。
◆学芸員によるギャラリートーク
とき　9月17日㈰、11月25日㈯、12月2日㈯いずれも11時～、14時～
参加費　無料（別途入館料が必要）
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入館料　一般300円（高校生以下
無料）
※こまつミュージアム・パス対
象施設
※障害者手帳をお持ちの人及び
その介護者1人は無料
開館時間　9時～ 17時（入館は
16時30分まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は翌
日）、祝日の翌日（土・日曜日、
祝日は除く）
問い合わせ　本陣記念美術館
☎22・3384
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※掲載の4点は全て東山魁夷の作品

▲「冬木立」1959（昭和34）年　

▲「潮音」1955（昭和30）年

▲「森の道」1965（昭和40）年
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本陣コレクションの東山魁夷作品全6点を一挙公開！
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